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はじめに
　東京都の高等学校の男子バスケットボール部は約320校あり，東京都高体連男子バスケットボ
ール専門部は，東京都全体を地域的な面から4つの支部に分けています。明治高校バスケットボ
ール部は，その4つの支部のうち，第一支部（江戸川区，江東区，墨田区，台東区，中央区，港
区，千代田区，品川区，大田区の合計約80校）に所属しています。
　新人戦は，支部ごとに行われ，各支部大会の上位8チームが，東京都新人戦本大会に出場しま
す。東京都新人戦本大会は，各支部大会の上位8チームと前年度のインターハイ予選上位8チー
ムの合計40チームで行われ，東京都優勝を争う仕組みになっています。
　明治高校バスケットボール部は，1979年に現在の支部編成になってから28年間第一支部大会
に出場してきました。しかし，明治高校は2008年4月から調布市に移転することになりました。
それに伴い，バスケットボール部は第一支部から第四支部（約80校）に所属が変わることにな
りました。
　今回，長年所属していた第一支部を去るにあたって，今までの総まとめという形で残し今後
に活かしたいと思います。
1．私と第一支部大会との関わり
　明治高等学校・中学校のバスケットボール部は，高校と中学が一っのまとまった組織になっ
ています。練習も基本的には同じスケジュールで一つのコートを半分に分けて行っています。
　私が部に関わってから最初の7年間は主に中学の指導にあたっていました。8年目からは高校
も直接指導するようになり，10年目からは中学はもう一人の教員に任せ，それ以降私は高校を
主に指導しています。高校の指導14年間で，第一支部大会では優勝一7回，準優勝一2回，ベス
ト8－2回という結果を残すことができました。また関東大会へも2回出場することができまし
た。
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　明治高校は，スポーツ推薦制度などでスポーツに秀でた生徒を入学させて，部を強くすると
いう方針の学校ではありません。バスケットボール部も明治中学時代からバスケットボール部
に所属している生徒がほとんどで，高校から入学してくる生徒でバスケットボールの能力に秀
でた生徒はなかなかいないのが実情です。一般的に強豪校と言われる学校は，中学の時に活躍
した選手をスポーツ推薦などで入学させています。明治高校バスケットボール部はいわゆる「普
通の生徒たち」で切磋琢磨しながらやっているのが現状です。
2．指導を通して学んだこと
　私がこの14年間の指導を通して学んだことで，最も大切だと感じていることが2つあります。
それは，　「指導理念」と「目標設定」です。
　私は，部活動を指導していく上で最も大切なことは，指導者が「しっかりした指導理念を持
つこと」だと考えています。勝っこと，強くなることはもちろん大切なことですが，それ以上
に大切なことは，　「自分が何のためにその部活動の指導をするのか，その結果子どもたちをど
ういう人間に育てたいのか。」ということだと思います。
　子どもたちにとって，バスケットボール部に入ってシュートがうまくなった，ディフェンス
がうまくなった，レギュラーになった，というようなことはバスケットボールをやっている間
は価値のあることかもしれません。しかし，卒業してバスケットボールから離れたら，その価
値は無くなってしまいます。それよりも，部活動に入って礼儀やマナーが身に付いた，他人を
思いやる気持ちを持てるようになった，辛いときこそ頑張れるようになった，というようなこ
とはバスケットボールを辞めた後も，一生涯活きてくるものです。ですから指導者は，技術を
教えたり，チームを強くすることだけでなく，部活動を通じての人間形成という視点でしっか
りした指導理念を持つ必要があると思います。
　明治高校バスケットボール部には，　「部の活動を通じて将来立派な社会人を育てる。」　「真
の友を得る。」　「勝つにふさわしいチームになる。」という理念があります。私自身を振り返
ってみても，チームを強くさせるということよりも，部の理念を追求してきたことが，結果的
に大会で良い結果を残すことにつながったと思います。一見遠回りのように思うかもしれませ
んが，目先の結果を追うより断然早道であり，部の確固たる基盤構築にもなるのです。
　私が部活動の指導でもう1つ大切だと思っていることは，　「目標設定」です。明治高校バスケ
ットボール部では目標を有形の目標（数字や形として目に見える目標）と無形の目標（形では
表せない内面的な目標）の2つに分けています。
　年によって多少目標は違いますが，ここ数年チームの最初の目標は，有形の目標が「第一支
部大会優勝」で，無形の目標が「皆が誇りに思える勝つにふさわしいチーム」です。
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　毎年新チームの最初に，私は部員たちに「うちよりも相手の方が勝つにふさわしいチームな
らば，うちの方が能力が上だとしても試合を棄権する。」と言っています。それは「能力だけ
でなく，勝つにふさわしいチームが勝ってほしい。勝ってはいけないチームは勝ってはいけな
い。」これが私の信念だからです。そしてこの考えを部員たちに言い続けています。幸い今ま
で棄権ということはありませんが，そこまでの強い思いを部員たちに伝えることが，無形の目
標の達成，理念の徹底につながると考えています。
3．明治高校バスケットボール部の理念と約束
理　　念
約　　束
1．わが部は勝利を第一とするのではなく，部の活動を通じて将来立派な社会人とな
　　るべく基礎を養い，21世紀を担う若きたくましきリーダーを育成することを第
　　一の理念とする。
2．礼を知り，義に生き，徳を身につけ，行動的で勇気と気概を持った人間，皆の幸
　　せを願い人に尽くし，社会，地球のために少しでも貢献し，己の人生に対し最後
　　に勝利者となれる人間の育成を基本とする。
3，厳しく激しい鍛錬でたくましき肉体をつくり，苦難と試練を乗り越え，強くて優
　　しい精神を育て，常にプラス思考でここぞという時に力を発揮できる人間，挫折
　　したときこそ前向きにがんばれる人間を育成する。
4．部員全員で苦しみや喜びを分かち合い，共に頑張ることによって友情を深め，
　　生涯の真友を得る。
5．高い理想と目標に向かって，やらされるのではなく部員自らの意志で常に全力を
　　尽くし，苦しい時こそ部員全員が一丸となり励まし合い，心の底から誇りを持て
　　る部であること。
6．バスケットボール部（組織）の一員としての自覚と誇りを持ち，すばらしい部（組
　　織）にしようと，一人ひとりが積極的かつプラスの貢献をする本物の人間の集団
　　であること。
・相手の目を見て挨拶をしっかりする。　　　・時間や約束事は必ず守る。
・仲間及びチームに迷惑をかけない。　　　　・物を大切にする。
・感謝の気持ちを忘れない。
・時間・場所・場面を考えて行動する。
・厳しい環境だからこそ自分の甘い気持ちに打ち勝ち，勉強と部活動を両立させる。
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理念を具現化する方策をまとめたのが次の図です。
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　理念や約束を徹底させる為に重要なことは，　「子どもたちに意味づけをして納得させ，価値
観を感じさせること。」だと私は思っています。子どもたちに「なぜそういうことをするのか，
なぜそういうことが大切なのか。」を意味づけし，説明して理解させます。
　例えば子どもたちに「挨拶をしなさい。」と頭ごなしに言っただけでは，指導者の前では従
うかも知れませんが，指導者が見ていないところではやりません。　「なぜ挨拶をするのか。」
その意味を子どもたちに理解させ納得させることが大切です。子どもたちは理解し納得すれば，
その行為に価値観を感じ始めます。価値観を感じた人間は，やらされるのではなく自分でやる
ようになります。指導者が子どもたちに内発的動機付けを感じさせることが大切なのです。
4．目標設定と目標達成のための準備
　実際の指導では，　「目標設定」から始めます。新チームになってすぐにチーム全員の目指す
目標をはっきりさせます。そうすることにより，何をやらなくてはいけないかが見えてきます
し，チーム全員の意志も統一しやすくなるのです。
　今年のチームは，自分たちでチーム目標を「第一支部大会優勝」と決めました。目標をそう
決めたことにより，第一支部大会の決勝戦の日から逆算して「第一支部大会で優勝するために
はどうしたらいいのか，今はどうしなければならないのか。」という視点でチーム全員が考え
られるようになるのです。
　私は「掲げた目標を達成できるかどうかは，絶対に目標を達成させるという思いの強さと，
そのための準備で決まる。」と信じています。第一支部のどこのチームも「できれば第一支部
大会で優勝したい。」と思ってやっています。それと同じレベルの思いや準備では優勝するこ
とはできません。優勝するためには，どこのチームより「絶対に優勝する。」と強く思い，そ
のための準備を徹底的にしなくては実現できません。私はよく部員に「優勝が決まったあと，
『俺たちはそれだけの強い思いと準備をしてきたから，ある意味優勝できて当たり前です。』
と言えるようにならなくてはいけない。」と言っています。
　第一支部大会の最終日は，準決勝・決勝とダブルフェッダーで行われます。選手にとっては
準決勝に勝っても，もう一試合疲れた中で決勝戦を戦わなくてはならないハードなスケジュー
ルです。今回うちのチームは優勝への思いは強く，そのために必要なことは全て準備をしてき
ました。当然ダブルフェッダーで戦う準備もやってきました。ですから準決勝に勝ったあと，
部員全員が「さあこれからが目標を達成できるかどうかの本番だ。」という意識でいられまし
た。一方，決勝戦の相手は初めて決勝戦に進んだチームで，そこまでの思いや準備はできてい
ない感じでした。決勝戦は，案の定優勝への思いの差，準備の差が出た試合となり，うちが優
勝することができたのです。
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　目標達成や準備の追求をキャプテンのリーダーシップのもと，部員同士の力でできるチーム
になったとき，チームは大きく成長します。自分たちでお互いに注意し合い，励まし合い，高
いモチベーションで練習や練習以外のこともきちんとできるチーム，自立したチームになれれ
ば，その時点で目標の90％は達成したと言っても過言ではありません。
　今回も大会前には，キャプテンが優勝への熱い思いを語り，全部員がそれに応えようと一つ
にまとまり，とても良い雰囲気になりました。そして「俺たちは絶対優勝するんだ。」という
思いが伝わってくる練習が，自分たちのカで出来るようになりました。その成長したチームの
姿を見たとき「これならば大丈夫。」と思ったものです。
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図3　長期目標設定用紙
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　図2と図3は，今年のキャプテンの書いた練習日誌と長期目標設定用紙です。練習日誌は目標
を達成するための課題を決め，その課題に対して毎回反省し，また次の弓の課題を決めます。
そうやって目々検証し，目標や課題を意識して練習を行うことにより，目標に近づくことがで
きるのです。長期目標設定用紙は，まず目標（チーム，個人）と達成期日を決め，その目標を
達成するために各項目ごとに細かい目標を設定していきます。それだけでは忘れてしまう可能
性が高いので，毎日練習日誌を書かせています。ただ漠然とがんばって練習するよりもはるか
に質の高い練習になり，成果も上がります。
5．終わりに
　明治高校バスケットボール部のOBには，会社の社長，弁護士，公認会計士，パイロットなど，
部の理念通りに社会に貢献して頑張っているOBがたくさんいます。私が今まで信念を持って指
導を続けられたのも，そういうOBみんなが「明治高校バスケットボール部で学んだことが社会
人になってとても役立っている。」と口を揃えて言ってくれるからです。
　毎年部員は入れ替わっていきます。当然チームが弱い時もあります。すぐには思い通りにい
かなかったり，徹底できなかったりする時もあります。しかし，理念をしっかり持っているか
らこそ，子どもたちが変わってもぶれずに指導し続けることができるのです。
　私は卒業したOBにとって，明治高校バスケットボール部は心のふるさとであってほしいと思
っています。OBがふるさとに帰ってきた時，自分が熱く頑張っていた高校時代を思い出し，懐
かしさを感じてもらうことはもちろんですが，部員の頑張っている姿を通してOBにエネルギー
を与えられるような部でなくてはいけないと思っています。強い弱いではなく，もし部や部員
の姿が見るに堪えられないものだったらどうでしょう。良き伝統を築いてきてくれたOBのため
にも，伝統を崩さず，更に発展させていく責任があると思っています。
　大会には，保護者やOBなどたくさんの方々が応援に駆けつけてくれます。部員はもちろんの
こと，明治高校バスケットボール部に関わってくださる全ての人が，　「胸を張って誇れる部」
であり続けるために，今後も頑張っていきたいと思います。
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